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研究成果の概要（和文）：共感性は，人間の適応行動に欠かすことのできないヒューマン・キャピタルのひとつ
でありながら，幼児期・児童期における共感性の構造と結果変数に対する予測的妥当性については未解明の部分
が多い。本研究課題では，幼児期・児童期の共感性の構造と発達の動態を明らかにしながら，それらが社会的な
適応と不適応にどのように影響を与えるのかを双生児法を用いた行動遺伝学解析による検証を行った。とりわ
け，英国のデータを用いて共感のダークサイドである冷淡さ・無感情性の発達の様相を明らかにし，本邦のデー
タを用いて2種類の共感（認知的共感・情動的共感）と自閉傾向・サイコパシー傾向との特異的な関連について
報告を行った。

研究成果の概要（英文）：Although empathy is one of the human capitals indispensable for human 
adaptive behavior, the structure of empathy in childhood and adolescence and its predictive validity
 for several important outcome variables remain largely unexplored. In this research project, 
clarifying the structure and developmental dynamics of empathy in childhood and adolescence, we have
 examined how it influences social adjustment and maladjustment through behavioral genetic analysis 
using the twin method, and in particular, using data from the UK, we have clarified aspects of the 
development of callous and unemotional traits, which are the dark side of empathy, and using data 
from Japan, we reported on the specific etiological relationship between two types of empathy (i.e.,
 cognitive and affective empathy) and autistic and psychopathic tendencies.

研究分野：教育心理学，発達心理学，行動遺伝学

キーワード： 共感性　向社会行動　縦断研究　双生児 　行動遺伝学　冷淡さ　無感情性

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題は，人間においても他の動物種においても通底して観測される向社会行動への誘因たる共感性の発達
基盤について実証的な検証を行った。共感性は適応行動に欠かすことのできないスキルのひとつでありながら，
幼児期・児童期における共感性の構造と結果変数に対する予測的妥当性については未解明の部分が多かった。そ
こで，本研究課題は共感性を主軸として，その発達の個人差の様相を遺伝と環境の観点から統計的に読み解き，
その結果，調和性・自閉傾向・サイコパシー傾向などとも関連性が認められたことから，隣接他分野への学術的
波及効果も大きく，ある程度の社会的インパクトも在ったと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 

共感性は，人間においても他の動物種においても向社会行動の基盤である(de Waal, 2008)。向
社会的な人間は，ストレス経験が少なく，寿命が長いという報告もあるため(Poulton et al., 2013)，
向社会行動への誘因たる共感性の発達基盤について実証的な検証を行うことは社会的な意義が
大きい。 
米国の評論家であるルイス・マンフォードは，技術と人類の発達の本質に迫らんとする文明論

『機械の神話』(1967)の中で，“人間の共感性は，さまざまな人生経験によって形作られるともに
その一部は遺伝的にも規定される”と興味深い一節を述べている。そして無論，発達心理学者も，
共感性は遺伝的な影響を受けていると考えてきた(Eisenberg & Fabe, 1998)。また，Cesarini et al. 
(2008, PNAS)や Hiraishi et al. (2015)によ
れば，経済ゲームにおける協力行動にも
遺伝的な影響が少なからず確認された。 
しなしながら，実際に，共感性の遺伝

率に関する先行研究を紐解いてみると
(表 1)，2 つのことが分かる。第一に，双
生児を対象とした行動遺伝学研究の推
定する遺伝率はまったく一貫していな
いこと(図 1)，そして第二に，幼児期から
児童期にかけての実証データが最も手
薄であることである。 

第一点目の事象は，共感性は多元的な
概念であるがゆえに(Decety & Jackson, 
2004; Preston & de Waal, 2002)，共感性を
認 知 的 共 感 (hypothesis testing や
perspective taking など )と情動的共感
(empathic concern など)に分類したうえ
でなお，それぞれの種別について複数の
測度を用いて検証を行う必要性を示し
ていると言えるかもしれない。 
第二点目の事象は，幼児期や児童期に

おいて適用可能な共感性の測度が現時
点においては限定的であったことが理
由と考えられる。 

共感性は，人間の適応行動に欠かすこ
とのできないヒューマン・キャピタルの
ひとつと考えられるので，上記の 2 点を
克服し，また同時に，これらの予測的妥
当性と変容可能性の高さという視点を
考慮に入れながら，双生児の縦断調査研
究を本邦においても実施し，遺伝と環境の交絡を解くために必要不可欠な基礎的な実証データ
を適切に蓄積する必要がある。 
 
２．研究の目的 
 
上述の通り，共感性は，人間の適応行動に欠かすことのできないヒューマン・キャピタルのひ

とつである。しかしながら，幼児期・児童期における共感性の構造と結果変数に対する予測的妥
当性については未解明の部分が多い。そこで，本研究課題では，幼児期・児童期の共感性の構造
と発達の動態を明らかにし(研究 A)，それらが社会的な適応と不適応にどのように影響を与える
のか検討を行う(研究 B)。さらに，研究 A・B で得られた表現型レベルの知見について遺伝・環
境の影響およびその交互作用についてまで踏み込んだ考察を行うために，双生児法を用いた行
動遺伝学解析による検証を行う(研究 C)。以上の 3 点が本研究の主たる目的である。 
また，本研究課題は，実証に基づく発達支援の志向という点において学術的に独自かつ重要で

ある。発達行動遺伝学の視点から，子どもの共感機能の発達と適応・不適応について体系的に研
究することが本研究課題の大筋である。本課題における 3 つの研究(A)・(B)・(C)は，それぞれ，
共感性の「構造と発達」に関する研究(A)，「説明と予測」のための研究(B)，「遺伝×環境という原
因論」に関する研究(C)という 3 部構成になっており，これらの知見が出揃うことによって，幼
児期・児童期の共感機能に対する介入に繋がりうる基礎的な知見の提供が強く期待でき，当該領
域の推進に対して学術的にも大きく貢献できる。 

 表1   共感性の遺伝率に関する先行研究のレビュー (月齢/年齢の昇順)

 

図1   共感性の遺伝率



 
３．研究の方法 
 

本応募課題では，双生児を対象として，
►(A: 発達・構造)，►(B: 説明・予測)，►(C: 
原因論 (etiology) [遺伝と環境の交互作用])と
いう 3 点に着目した 3 時点の縦断調査研究
を計画し，幼児期・児童期の共感性の発達基
盤において未解明の点に取り組む(図 2)。双
生児家庭を対象とした調査は，従来は，住民
基本台帳の閲覧結果に基づいて作成した住
所録を用いる郵送調査を実施していたが，回
収率が奮わないことが大きな問題点のひと
つとして挙げられ，研究遂行上たいへん非効
率的であった。本研究課題では，調査会社の
所有する数百万人のモニタから，「お子さん
のいる家庭」→「お子さんがふたごである家
庭」を順次スクリーニングし，双生児約 1,000
組からの回答の収集を行う。申請者は既にこ
の方法を用いた調査実績を積んでおり，ふた
ごのデータが集めにくいことに起因する人
間行動遺伝学研究に対する高い参入障壁を下げることに直接的に寄与できる方法と考えられる。 
 
４．研究成果 
 

2019 年度（平成 31 年度および令和
元年度）においては，ウェブを用いて
取得した調査データおよび研究代表者
の在外研究先であった英国ロンドンの
大学が所有するデータに基づいた分析
を進め，それらの成果報告を国際論文
誌 2 編，国際学会発表 3 件，国内学会
発表 3 件において行った。例えば，そ
のうちの Takahashi, Pease, Pingault, and 
Viding (2021, Journal of Child Psychology 
and Psychiatry)においては，共感性のダ
ークサイドと考えられる冷淡さ・無感
情性の遺伝・環境構造について発達的
な観点から分析を行った。共感の裏返
しとしての冷酷性 /無感情性 (callous-
unemotional traits)は，その後の反社会的
な行為の生起やサイコパシー傾向の高
さに結び付くことが繰り返し報告され
てきた。今回は，英国の有する大規模
縦断調査のひとつである TEDS (Twins 
Early Development Study)のデータ分析
を行った。7・9・12・16 歳の 4 時点に
おいて母親が評定した冷酷性/無感情
性の得点を成長モデルを用いて分析
し，そこで得られた切片 (初期値 ; 
Intercept [I])と傾き(変化; Slope [S])の分散を行動遺伝解析した。その結果，切片には大きな遺伝的
な影響が確認された一方で，傾きのほうには相対的に弱い遺伝的な影響が確認され，また，それ
らの遺伝的な影響の間には相関が無いことが明らかとなった。これは，冷酷性/無感情性の安定
性と変容性には異なる遺伝子セットが影響を与えることを示唆するものである。また，冷酷性/
無感情性の個人差には無視できない遺伝的な影響があると同時に，その発達には環境の影響が
重要であり，それらが発達を通じて変化することはそれぞれの年齢時点において適切な介入や
サポートの方策も可変的である必要性が示唆された。 

2020 年度（令和 2 年度）は，昨年度までに取得したデータおよび利用可能申請の許諾を得た
データに基づく分析を進め，国際論文誌 2 編，国際学会発表 5 件，国内学会発表 2 件の研究報告
を行った。例えば，Takahashi, Zheng, Yamagata, and Ando (2020, Scientific Reports)においては，共
感性と中程度に相関する誠実性に着目し，その個人差を測定するとされる 4 つの測度に関する

 

A. 構造・ 発達 B. 説明・ 予測

幼児期から児童期にかけての共感性の
構造を理解し ， “発達動態”を描き出す

共感性の高さは
何を説明するか

共感性の高さの
“ダークサイド ”

C. 原因論 [ 遺伝×環境 ]

双生児を対象とした調査から， 統計的
に“純粋な環境の効果”を検出する

双生児を対象とした調査から， 統計的
に“遺伝・ 環境交互作用”を検出する

図2 本研究計画の概要
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行動遺伝解析を行って，それらはひとつの遺
伝的・環境的セットによって説明される因子
構造を有することを明らかにした。近年，社
会情動的スキル（非認知能力）という言葉を
耳にする機会が増え，学校現場においてもこ
の語が浸透しつつある。しかし，この語は彗
星のごとく突如として登場したわけではな
い。心理学においてはこれに類似する概念が
これまでにも数多く存在していた（本来であ
れば，“数多く”存在してよいものでもない）。
本研究では，心理学の諸分野において用いら
れてきたこれに類する 4 つの構成概念，具体
的には，勤勉性(conscientiousness)・エフォー
トフルコントロール(effortful control)・セルフ
コントロール(self-control)・やり抜く力の遺
伝・環境構造を分析し，いずれかの構成概念
には遺伝的もしくは環境的に特異的な特徴
はあるのかどうかを検討した。本研究の結
果，これら 4 つの構成概念には共通経路モデ
ル(common pathway model)の当てはまりが最
もよく，いずれの構成概念も共通因子によっ
て説明される分散がほとんどであり，ラベル
の付け替えが起こっている可能性が示唆さ
れた。また，Yamagata & Takahashi (2020, 
Psychologia) においては，共感性と中程度に
相関する誠実性と調和性の 2 つの特性に着
目し，家庭の宗教性がそれらに対してどのように影響を与えているのかを明らかにするため，統
計的な遺伝環境交互作用分析を行い，いずれも家庭の宗教性は誠実性と調和性を小さくするこ
とを明らかにした。さらに 2020 年度には，これまでの双生児研究に対する業績をお認めいただ
き，日本双生児研究学会より第 7 回奨励賞が授与された。 

最終年度である 2021 年度（令和 3 年度）に限定して述べれば，コロナ禍の煽りを受け，当初
想定していたまでに十分なだけの進捗を得ることはできなかったが，これまでに取得したデー
タに基づいて分析を進め，国際論文誌 1 編，国内論文誌 1 編，国際学会発表 2 件（うち，招待講
演 1 件），国内学会発表 1 件の研究報告を行った。例えば，国際学会の招待講演においては，認
知的共感と情動的共感がそれぞれ自閉傾向とサイコパシー傾向のどのように関連するのか，そ
れらの遺伝・環境構造について多変量遺伝解析を行い，認知的共感と自閉傾向の遺伝相関と並び
に情動的共感とサイコパシー傾向の遺伝相関は相対的に高いことを報告し，現在英文誌に投稿
中である。 

本研究課題は共感性を主軸とし，その発達の個人差の様相を遺伝と環境の観点から統計的に
読み解いてきた。共感は上述した通り調和性・自閉傾向・サイコパシー傾向などとも密接に関連
性が認められることから，隣接他分野への学術的波及効果も大きいと考えられるため，今後も本
研究課題を発展的に継続させるべくさらなる努力を行う。 
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